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�今年のサイエンスキャンプは、８月
１日～３日の３日間開催されましたが、
内容も大きく変わり、男子７名、女子
５名でした。
�独立行政法人となって最初のサイエ
ンスキャンプでもあり、今までとは変
わったものをと取り組み、講師の研究
者の協力を得て、工作や実験の多い内
容となりました。
沖縄からも参加
�つくばセンターへ出迎えたところ、
沖縄県からの女子参加者がいたので、
思わず「遠くから、ご苦労さま」と声
をかけてしまいました。
�開講式のあと､“自然災害の過去･現
在･未来”と題し講義｡所内見学のあと
研究者との親睦を目的にバーベキュー
パーティを開催。この中で「防災科研
に入るには？」などの質問も出ていま
した。参加者同士も会話が進み、なご
やかな雰囲気となりました。
 ショック大きいハワイの火山
　“噴火はどうして起こるのか？”の
題で火山専門の研究者の講義。ハワイ
の火山ビデオはショッキングでした。
　“地震を知る技術”では、ペットボ
トルと棒磁石を使って地震計を製作。
これで床の振動を計りました。続いて、
６台のパソコンをネットワークで結び、
参加者二人一組で震源決定を行い、見
事な結果を出すことができました。
�最先端技術の“マルチパラメータレー
ダーで雲を観る”では、レーダーの操
作を教わり､参加者が自ら操作してレー
ダーの向きを変えてみました。
�“雨の地中への浸透と土砂災害の発
生”では、土砂災害の講義のあと、電
気抵抗の変化で土の中の水分量を測る
道具を作り、実際に測定してみました。
ペットボトルで勉強 
　“自然災害を身近に再現”では､ペッ
トボトル中に起こる現象をとおして自
然現象の原理を理解しました。
　昼食後の閉校式では､サイエンスキャ
ンプの終了証が理事から一人ひとりに
手渡されました。
　記念撮影のあと、12人は、笑顔で親
元に帰って行きました。
（問い合わせ先：企画部企画課）
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　防災科学技術研究所が、雑草防止の
ため、平成11年度に実施した「強震観
測施設」での土間コンクリート打設工
事において、一部地域で手抜き工事が
発生し、関係する方々にご心配とご迷
惑をお掛けいたしました。ここに、お
詫び申し上げますとともに、手抜き工
事があった近畿地域の再工事が終了い
たしましたので、現状等を報告いたし
ます。なお、今回の工事部分は、施工
概略図に示すように、強震計設置用基
礎とは縁切りをされているため、観測
への影響はなく、データ収集と提供は
問題なく行われています。
�土間コンクリート打設工事は､697観
測施設において実施いたしましたが、
近畿地区71箇所において手抜き工事が
あった旨の情報が寄せられたため、調
査した結果、その全施設においてコン
クリート厚の不足等が判明したので、
元請業者に工事のやり直しを指示し、
工事は８月20日迄に完了しました。残
り626箇所については､中部地区以西の
92箇所において問題があると判断し、
元請業者に調査を指示しました。調査
の結果、仕様を満たしていない施設で
は、再工事を行います。
　防災科学技術研究所では、本件を教
訓として、契約事務の見直し、監督・
検査体制の強化等再発防止策を定め、
業務の適正な執行に努めています。
　今後とも、強震観測事業へのご理解
とご協力をお願いいたします。
（問い合わせ先：企画部企画課）
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